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平
成
29
年
度
当
初
予
算　

一
般
会
計
総
額
約
95
億
６
千
万
円

 
住
み
や
す
い
ま
ち  

な
か
の
と  

推
進 

かしま /ろくせい放課後児童クラブ移転
かしま放課後児童クラブは「すぱーく鹿島」に来春移転予定で調
査設計委託料等約 328 万円を計上。ろくせい放課後児童クラブは、
鹿西小学校体育館クラブハウスに今年の夏休み前に移転予定で工
事請負費等約 456 万円を計上。

現在のなかのとホームページを見やすく、分かりやすいホーム
ページに全面リニューアルするため、1,800 万円計上。

　
３
月
定
例
会
議
で
は
、
₂₉
年
度

当
初
予
算
の
審
議
に
あ
た
り
、
町

長
選
挙
を
ひ
か
え
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
せ
ず
、
議
会
初
日

に
議
案
の
説
明
と
質
疑
を
行
い
、

さ
ら
に
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
３

月
定
例
会
議
最
終
日
に
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
対
策
や
教
育
の
充
実

と
子
育
て
支
援
は
未
来
の
中
能
登

町
の
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
注
視
し
て
、

予
算
の
執
行
と
成
果
に
つ
い
て
確

認
し
て
い
き
ま
す
。

 

当
初
予
算
全
会
一
致
で
可
決

Q　＆　　A

当
初
予
算
に
対
す
る

 

主
な

質
疑

【
橋
梁
点
検
１
千
１
０
２
万
円
】

　
　
　
当
町
の
点
検
対
象
と
な
る
橋

梁
数
は
。
ま
た
点
検
基
準
は
何
か
。

　
　
　
対
象
は
２
４
９
橋
。
橋
長
が

２
ｍ
以
上
の
も
の
で
、
ボ
ッ
ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
橋
も
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

質
疑

答
弁

【
₁₈
歳
以
下
医
療
費
助
成

 

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
ゼ
ロ
へ
】

　
　
　
す
べ
て
の
医
療
機
関
で
実
施

可
能
と
な
る
の
か
。

　
　
　
事
業
に
協
力
い
た
だ
け
る
医

療
機
関
の
み
で
実
施
可
能
と
な
る
。

今
後
、
町
か
ら
協
力
依
頼
を
行
う
予

定
で
、
実
施
は
10
月
以
降
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

質
疑

答
弁

小中学校通学費を全額補助
小中学生の通学にバスやＪＲを利用することで月 1,500 円
の負担があった児童生徒の通学費を町が全額補助。子育て世
帯の負担の軽減を図ります。

産後、精神的に不安定になったり、近くに支援者
がいない状況での子育て世帯が増加しており、支
援が必要な母子が退院直後医療機関に入院し、心
や体のケアを自己負担 1 割で受けられる事業。
隣接の市町では、能登総合病院、恵寿総合病院、
桑原母と子クリニックで受けることができます。

●平成29年度各会計の予算額（単位：千円）

一般会計 9,566,220

後期高齢者医療特別会計 218,692 分譲宅地造成事業特別会計 25,134

介護保険特別会計 2,414,900 ケーブルテレビ事業特別会計 128,572

国民健康保険特別会計 2,374,370 水道事業会計　収益的支出 443,111

下水道事業特別会計 1,540,238 　　　　　　　資本的支出 522,350

すぱーく鹿島

産後ケア事業スタート

なかのとホームページ新しく

外国語指導助手・学校図書館司書増員
英語教育充実を図るための外国語指導助手や学校図書館司書を
すべての小中学校に 1 名配置。
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  ■３月定例会議■　開催期間２月24日から３月６日　主な内容と議員からの質疑　町の　28年度一般会計予算は約2,949万円を増額補正して総額約110億8,259万円になりました

第
２
次 

中
能
登
町
総
合
計
画 

完
成

平
成
28
年
度
総
仕
上
げ

３
月
定
例
会
議
終
え
る

　
平
成
₂₈
年
度
３
月
定
例
会
議
が
２
月

₂₄
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
平
成
₂₈
年
度
中

能
登
町
一
般
会
計
補
正
予
算
や
平
成
₂₉

年
度
当
初
予
算
を
含
め
、
町
か
ら
₂₇
議

案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
₂₈
年
度
の
補

正
予
算
で
は
事
業
完
了
見
込
み
に
よ
る

減
額
補
正
が
多
く
あ
り
、
平
成
₂₈
年
度

予
算
の
仕
上
げ
を
む
か
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
２
５

年
ま
で
の
₁₀
年
間
の
中
能
登
町
の
計
画

的
な
行
政
運
営
の
た
め
に
策
定
さ
れ
た
、

第
２
次
中
能
登
町
総
合
計
画
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
人
口
減
少
社
会
に

的
確
に
対
応
し
て
事
業
の
推
進
を
図
る

よ
う
に
議
会
で
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
議
会
最
終
日
に
は
町
か
ら
の
提
出
議

案
す
べ
て
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

■
鳥
屋
・
鹿
西
小
学
校
外
壁
工
事

　
１
億
８
千
５
１
９
万
円
の
増
額
補
正

外
壁
の
全
面
的
修
繕
と
鹿
西
小
学
校
体

育
館
防
水
改
修
工
事
等
に
よ
る
工
事
費

の
増
額
補
正

■
特
別
支
援
学
級
教
室　

　
₄₄
万
１
千
円
の
増
額
補
正

改
修
工
事
費
を
増
額
補
正

■
英
語
検
定
受
験
補
助
金

　
₁₃
万
５
千
円
増
額

₂₇
年
度
の
受
験
率
₃₀
％
が
₂₈
年
度
は
₇₀

％
に
ア
ッ
プ
し
た
た
め
の
増
額
補
正

■
意
思
疎
通
支
援
事
業

　
₈₆
万
１
千
円
増
額

通
院
等
で
も
手
話
通
訳
の
利
用
が
増
え

た
こ
と
に
よ
る
増
額
補
正

■
健
康
ハ
ウ
ス
憩

　
₂₃
万
２
千
円
増
額

温
水
ボ
イ
ラ
ー
循
環
ポ
ン
プ
交
換
費
用

不
足
分
の
増
額
補
正

主
な
予
算
の
補
正
額

―中能登町総合計画―
基本理念

ふるさと　ふれあい
心育む　中能登町

第 2 次スタート

　
３
月
₁₉
日
の
中
能
登

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

で
皆
様
の
温
か
い
支
持

を
い
た
だ
き
、
当
選
し

た
尾
田
良
一
で
す
。

　
人
は
四
十
を
過
ぎ
て

以
後
、
初
め
て
※
惜せ

き
い
ん陰
を
知
る
、
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

わ
た
く
し
も
よ
う
や
く
そ
の
こ
と
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
与
え
ら
れ
た
一
年
余
の
期
間
の

一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
し
つ
つ
、
教
育
問
題
を
念
頭
に
皆

様
の
ご
意
見
を
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
長
く
青
少
年
と
触
れ
合
う
機
会
を
持
っ
た
経
験
か
ら

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
で
あ
る
こ
と
が

中
能
登
町
の
発
展
の
礎
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
更
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

 

中
能
登
町
議
会
議
員　

尾
田
　
良
一

　
◆
３
月
₂₄
日
の
３
月
随
時
会
議
に
は
、
委
員
会
の
委

員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
尾
田
議
員
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
、
議
会
行
革
・
活
性
化
特
別
委
員
会
、
庁
舎
統

合
建
設
特
別
委
員
会
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
へ
の
所

属
と
な
り
ま
し
た
。

― 

新
規
議
員
の
紹
介 

―

商工振興事業

創業支援事業
補助金400万円
増額補正
◦町内で新規に創業しようと

する方を対象に創業にかか
る対象経費最大200万円を
３年間に分けて支援する制
度

◦28年度の申請数は６件

施設利用

健康ハウス憩
運営事業　　

Ｑ 創業支援事業補助を受ける要件はなにか。

Ａ 必須条件は、創業セミナー４回の受講と商工
会の個別指導のもと事業計画策定することの
２つがある。（担当課：企画課）

Ｑ 健康ハウス憩の２階は、ほとんど利用がない
状況だが、交流人口増加の視点から、さまざ
まな利用計画を提案し、利用者促進を図るこ
とで利用料の収入増も見込めるのではないか。

Ａ 現在、積極的なＰＲはしていないが、今後、
利用促進に向けて取り組みたい。

（担当課：住民福祉課）

和室 廊下
健康ハウス憩の２階

※無駄に過ごした時間を惜しむこと。悔いること。
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３月定例会議　採決の結果 提出された議案に対して、議員が賛成・反対の意思をあらわして、
議案成立の可否が決定します。

【
土
本
】
28
年
度
実
施
し
た
議

会
報
告
会
の
共
通
の
質
問
は
庁

舎
統
合
で
あ
り
、
町
民
の
多
く

の
方
が
関
心
を
持
ち
、
中
能
登

町
の
将
来
に
と
っ
て
も
重
要
な

問
題
で
あ
る
。
庁
舎
統
合
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】
庁
舎
整
備
検
討
委
員

会
の
答
申
を
受
け
て
以
来
、
３

年
近
く
の
年
月
が
経
過
し
た
。

こ
の
間
に
建
設
費
も
大
き
く
上

昇
し
て
お
り
、
費
用
を
再
計
算

し
た
上
で
再
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
社
会
情
勢
に
お

い
て
は
、
昨
年
４
月
に
熊
本
地

震
が
発
生
し
、
全
国
の
行
政
庁

舎
の
耐
震
化
が
喫
緊
の
課
題
と

な
り
、
新
た
に
耐
震
化
の
財
政

支
援
策
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
国

の
支
援
態
勢
も
大
き
く
変
化
し

て
き
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
財
政
事
情
を

考
慮
し
、
現
在
の
教
育
や
福
祉

政
策
を
維
持
し
な
が
ら
、
後
世

の
町
民
に
負
担
を
先
送
り
し
な

い
よ
う
、
有
利
な
財
政
支
援
を

検
討
す
る
。

　
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
議
会
と

協
議
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

【
土
本
】
こ
れ
か
ら
の
中
能
登

町
を
担
う
若
い
世
代
の
意
見
を

多
く
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
に
つ
い
て

３月定例会議　一般質問 ここが聞きたい ! !

７名の議員が登壇し質問する

土本　　稔 議員

問
庁
舎
統
合
に
つ
い
て
問
う

　
　
答
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

■ 本会議で全議員が賛成して可決された議案 　（議長は、採決には加わりません。）

結果 町　長　提　出　議　案 賛否

可決

中能登町工場立地法地域準則条例の制定について
　　　工場を立地する際の敷地面積に対する緑地面積率を20％以上から５％以

上に、環境面積率を25％以上から10％以上に緩和する（ただし、農振農
用地区と土砂災害特別警戒区域を除く）。

全員賛成

可決
平成 28 年度中能登町一般会計補正予算
　　　鳥屋・鹿西小学校の外壁などの工事費に１億9,358万円を増額したことが

主な内容。
全員賛成

可決
中能登町税条例の一部を改正する条例について
　　　地方税法などの一部改正によって、個人住民税の住宅ローン控除制度の適

用期限を２年間延長するなどの改正を行ったもの。
全員賛成

可決
中能登町企業誘致条例の一部を改正する条例について
　　　企業誘致助成金の交付限度額を引き上げて、町内への企業誘致を一層促進

し、さらなる産業の振興と雇用の拡大を目的に改正を行ったもの。
全員賛成

※このほか 15 議案を全員賛成で可決しました。

内容

内容

内容

内容

結果 議　会　提　出　議　案 賛否

可決 北朝鮮による核・ミサイル問題及び日本人拉致問題の早期解決を求める意見書 全員賛成

■ 本会議で賛否が分かれた議案 〇：賛成  ×：反対  欠：欠席  退：退席  除：除斥

結
果
可
否

議員名

議案名

土
本　
　
稔

林　
　
真
弥

中
川　
秀
平

山
本　
孝
司

笹
川　
広
美

南　
　
昭
榮

諏
訪　
良
一

宮
下　
為
幸

甲
部　
昭
夫

若
狭　
明
彦

坂
井　
幸
雄

作
間　
七
郎

議　会　提　出　議　案

可
決

精神障害者に対する公共交通機関の運賃割引の
適用を求める意見書 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
決

地域の実情に応じて運用できる「民泊」の法制
化を求める意見書 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■ 本会議での討論

賛成 !
精神障害者に対する公共交通機関の運賃割引の適用を
求める請願書について

宮下議員　　　　　私は、精神障害者に対する公共交通機関の運賃割引の適用
を求める請願書について、賛成討論をします。障害者差別解消法は、
平等に機会とチャンスを与え、待遇を保障する法律です。何人も障が
い者に対して、障がいを理由として差別すること、他の権利利益を侵
害してはならないとなっています。
　この請願について、ぜひ賛成していただきたいと思います。

■ 付託された常任委員会での請願の採択結果
請　願 付託委員会

採択結果
請願者：自由民主党中能登町支部支部長　杉本栄蔵　紹介議員：諏訪良一議員
北朝鮮による核・ミサイル問題及び日本人拉致問題の早期解決を求める請願書

総務建設常任委員会
採　　択

請願者：自由民主党中能登町支部支部長　杉本栄蔵　紹介議員：甲部昭夫議員
精神障害者に対する公共交通機関の運賃割引の適用を求める請願書

教育民生常任委員会
不 採 択

請願者：公明党中能登支部顧問　大森繁治　紹介議員：笹川広美議員
地域の実情に応じて運用できる「民泊」の法制化を求める請願書

総務建設常任委員会
採　　択
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【
林
】
災
害
が
発
生
し
、
住
民
の
多
く

が
指
定
さ
れ
た
避
難
所
で
一
定
期
間
生

活
す
る
場
合
を
想
定
し
て
、
３
点
を
問

う
。
①
避
難
所
で
の
行
動
ル
ー
ル
は
策

定
さ
れ
て
い
る
か
。
②
策
定
さ
れ
て
い

る
場
合
、
具
体
的
な
内
容
の
説
明
を
求

め
る
。
③
ま
た
、
町
民
の
ほ
と
ん
ど
が

避
難
す
る
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
町
の

避
難
所
は
何
か
所
に
な
る
の
か
。

【
町
長
】
①
平
成
27
年
５
月
に
、
町
の

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
避
難
所
運

営
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
い
る
。

【
総
務
課
長
】
②
大
規
模
か
つ
突
発
的

な
災
害
で
は
、
行
政
の
み
に
よ
る
対
応

に
は
限
界
が
あ
り
、
行
政
主
体
の
避
難

所
運
営
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
予
想

す
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
災
害
発
生

直
後
の
初
動
期
の
段
階
、
展
開
期
、
安

定
期
、
撤
収
期
と
、
時
系
列
で
実
施
す

べ
き
業
務
や
個
々
の
役
割
を
示
し
て
い

る
。
過
去
に
避
難
指
示
等
に
至
る
ま
で

の
経
験
が
な
い
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

通
し
た
訓
練
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

③
地
域
防
災
計
画
で
は
、
指
定
避
難
所

と
し
て
20
か
所
を
指
定
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
耐
震
機
能
を
有
す
る
施
設
で
あ

る
。

そ
の
他
の
質
問
▼
園
児
、
児
童
生
徒
の

健
康
状
態

林　　真弥 議員

問
避
難
所
の
行
動
ル
ー
ル
は
策
定
し
て
い
る
か

　
　
答
避
難
所
運
営
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
済指定福祉避難所 老人福祉センターゆうゆう

３月定例会議 一 般 質 問

【
坂
井
】
①
保
育
園
の
駐
車
場
に
至
る

道
路
は
小
竹
川
と
の
間
に
深
い
側
溝
が

あ
り
、
朝
夕
の
送
迎
時
に
は
、
園
児
バ

ス
や
送
迎
車
両
で
混
雑
し
、
危
険
を
感

じ
て
い
る
。危
険
度
を
軽
減
す
る
た
め
、

道
路
の
拡
幅
な
ど
行
っ
て
は
ど
う
か
。

②
ま
た
、
昨
年
、
強
風
に
よ
り
テ
ラ
ス

の
ガ
ラ
ス
が
破
損
し
、
園
庭
や
遊
具
に

影
響
が
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
面
に
お
い
て
も
配
慮
が
必
要
と
考
え

る
。
対
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

【
町
長
】
①
道
路
拡
幅
や
転
落
防
止
柵

の
設
置
は
今
後
、
保
護
者
の
方
々
の
ご

意
見
を
伺
い
つ
つ
、
状
況
を
見
な
が
ら

対
応
し
、
安
全
安
心
な
保
育
園
運
営
に

努
め
て
い
き
た
い
。

②
つ
く
し
保
育
園
は
地
理
的
に
風
の
被

害
を
受
け
や
す
い
場
所
だ
が
、
子
ど
も

た
ち
の
心
に
残
る
園
の
景
観
を
大
切
に

す
る
た
め
、
防
風
柵
等
は
設
置
せ
ず
、

状
況
を
見
な
が
ら
、
そ
の
都
度
飛
散
し

た
砂
を
集
め
る
な
ど
、
地
盤
改
良
等
も

含
め
対
応
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
教
育
関
係
▼
町
祭

坂井　幸雄 議員

問
つ
く
し
保
育
園
の
安
全
対
策
に
取
り
組
め

　
　
答
保
護
者
の
ご
意
見
を
聞
き
状
況
に
応
じ
て
対
応
す
る

保育園駐車場入り口付近の道路

【
中
川
】
①
能
登
地
区
の
市
町
の
寄
付

金
状
況
を
聞
く
。
②
今
後
の
ふ
る
さ

と
納
税
を
ど
う
推
進
す
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
①
平
成
28
年
４
月
か
ら

12
月
の
実
績
で
は
お
よ
そ
、
輪
島
市

３
億
３
千
万
円
、
七
尾
市
１
億
９
千

万
円
、
能
登
町
１
億
７
千
９
０
０
万

円
、
穴
水
町
５
千
８
０
０
万
円
、
珠

洲
市
４
千
１
５
０
万
円
、
羽
咋
市
２

千
６
３
０
万
円
、
志
賀
町
２
千
４
８

０
万
円
、
宝
達
志
水
町
５
５
０
万
円
、

中
能
登
町
は
４
９
０
万
円
で
、
９
市

町
の
中
で
最
小
で
あ
っ
た
。

②
返
礼
品
の
見
直
し
を
行
い
、
３
月

２
日
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
選
べ
る
返

礼
品
の
効
果
で
、
寄
付
も
増
え
る
と

期
待
し
て
い
る
。
た
だ
、
ふ
る
さ
と

納
税
は
、
中
能
登
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
一
つ
の
手
段
で
あ
り
、
他
町
と
競
争

す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
中
川
】
競
争
に
は
荷
担
し
な
い
と
の

言
葉
は
立
派
だ
が
、
結
果
的
に
は
Ｐ
Ｒ

に
よ
る
応
援
が
寄
付
と
な
り
町
の
収
入

が
増
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
新
年

度
か
ら
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
担
当
が
総

務
課
か
ら
企
画
課
に
変
わ
る
と
聞
い
て

い
る
。
企
画
課
長
の
決
意
を
聞
く
。

【
企
画
課
長
】「
全
国
の
多
く
の
方
に
中

能
登
町
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
応
援

し
て
い
た
だ
く
。」
こ
の
こ
と
が
一
番

肝
心
だ
。
当
課
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
ス

タ
ッ
フ
も
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
、
企
画

課
ら
し
い
も
の
を
作
り
上
げ
た
い
。
寄

付
返
礼
が
現
在
の
２
割
限
度
に
つ
い
て

も
、
今
後
、
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
町
長
も
含
む
新
し
い

倫
理
条
例

中川　秀平 議員

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
が
全
く
進
ん
で
い
な
い
。
な
ぜ
か
？

　
　
答
各
種
調
整
に
遅
れ 

３
月
２
日
か
ら
運
用
開
始

【
諏
訪
】
当
町
は
平
成
26
年
11
月
28
日

付
け
で
、県
内
で
は
３
例
目
と
な
る「
ど

ぶ
ろ
く
特
区
」
の
認
定
を
内
閣
総
理
大

臣
よ
り
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
活
用
策

４
点
を
問
う
。
①
農
家
民
宿
、
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
へ
の
開
業
支
援
。
②
「
ど
ぶ

ろ
く
」
で
の
も
て
な
し
方
。
③
「
中
能

登
ど
ぶ
ろ
く
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
。
④
ど

ぶ
ろ
く
祭
り
開
催
の
恒
例
化
。

【
町
長
】
①
28
年
度
か
ら
町
創
業
支
援

補
助
金
事
業
を
実
施
。
町
内
で
新
規
に

創
業
さ
れ
る
方
に
２
０
０
万
円
を
上
限

に
、
３
か
年
に
分
割
し
て
助
成
す
る
。

②
ど
ぶ
ろ
く
は
、
特
定
農
家
の
民
宿
や

レ
ス
ト
ラ
ン
ま
た
は
そ
の
事
業
所
で
の

は
か
り
売
り
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
そ
れ
ら
の
方
々
は
、
今
後
、
販
売

免
許
を
取
得
し
、
ビ
ン
で
の
商
品
販
売

を
検
討
さ
れ
て
お
り
、
町
も
協
力
体
制

を
整
え
た
い
。

③
ブ
ラ
ン
ド
化
は
町
主
体
で
な
く
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
の
意
見
が
重

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
古
く
か
ら
ど

ぶ
ろ
く
醸
造
の
許
可
を
受
け
て
い
る
天

日
陰
比
咩
神
社
、
能
登
部
神
社
、
能
登

比
咩
神
社
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

今
後
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

④
「
道
の
駅
」
だ
け
で
な
く
、
ど
ぶ
ろ

く
を
醸
造
し
て
い
る
３
神
社
と
の
連
携

な
ど
も
考
慮
し
、
町
内
全
域
を
会
場
と

し
た
「
ど
ぶ
ろ
く
祭
り
」
の
開
催
を
検

討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止

対
策

諏訪　良一 議員

問
ど
ぶ
ろ
く
特
区
を
活
か
せ

　
　
答
「
ど
ぶ
ろ
く
＝
中
能
登
町
」 
と
な
る
よ
う
取
り
組
む農家レストランで

醸造されたどぶろく
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【
南
】
昨
年
末
に
新
潟
県
糸
魚
川
市
で
、

強
風
下
で
の
火
災
に
よ
り
木
造
住
宅

密
集
地
に
燃
え
広
が
り
、
道
幅
が
狭

い
な
ど
も
あ
り
消
防
車
の
消
火
活
動

が
で
き
ず
に
被
害
が
拡
大
し
た
。

①
当
町
に
は
住
宅
密
集
地
で
道
路
が

狭
く
現
場
に
消
防
車
が
近
づ
け
な
い

特
別
消
防
対
策
区
域
の
指
定
が
あ
る

か
。
②
強
風
下
で
の
飛
び
火
の
初
期
消

火
を
複
数
の
消
火
栓
で
使
用
し
た
時

に
は
何
基
ま
で
が
使
用
可
能
な
の
か
。

③
防
火
水
槽
を
新
設
す
る
計
画
が
あ

る
の
か
。
河
川
の
活
用
や
身
近
な
水

路
を
せ
き
止
め
て
の
整
備
や
改
修
等

の
考
え
が
あ
る
の
か
。
④
大
火
災
で

消
防
車
に
よ
る
消
火
や
防
火
体
制
能

力
と
、
近
隣
の
消
防
署
と
の
協
力
体

制
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
①
当
町
に
は
特
別
消
防
対
策

区
域
の
指
定
は
な
い
。
消
火
栓
や
防
火

水
槽
か
ら
半
径
２
０
０
ｍ
の
範
囲
で
消

火
で
き
、
現
時
点
で
は
近
づ
け
な
い
地

域
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

②
複
数
の
消
火
栓
の
同
時
使
用
は
、
給

水
管
の
口
径
が
１
５
０
㎜
以
上
で
あ
れ

ば
消
防
車
４
台
か
ら
放
水
が
可
能
。

③
安
定
し
た
消
防
水
利
確
保
の
た
め
、

た
め
池
や
河
川
、用
水
路
等
を
活
用
し
、

特
に
消
防
水
利
が
少
な
い
地
域
は
、
防

火
水
槽
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

④
町
消
防
署
、
町
消
防
団
５
分
団
に
消

防
ポ
ン
プ
車
が
配
置
さ
れ
、
七
尾
や
和

倉
消
防
署
と
の
応
援
体
制
が
図
ら
れ
て

い
る
。
大
規
模
な
火
災
や
災
害
で
は
近

隣
消
防
本
部
や
石
川
県
広
域
応
援
協
定

で
要
請
を
行
う
体
制
も
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
▼
県
道
志
賀
・
田
鶴
浜

線　
花
見
月
～
瀬
戸
間
の
歩
道
改
修

南　　昭榮 議員

問
強
風
下
で
の
飛
び
火
の
消
火
水
利
活
用
は

　
　
答
消
防
水
利
が
少
な
い
所
は
防
火
水
槽
を
検
討

【
笹
川
】
石
川
県
で
は
今
年
、
性
暴
力

の
被
害
者
に
対
し
相
談
や
医
療
な
ど
総

合
的
な
支
援
を
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支

援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
目
指
し
て
い

る
。
①
「
性
暴
力
被
害
者
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設

に
向
け
て
町
民
へ
の
周
知
や
啓
発
活
動

の
推
進
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
を
伺

う
。
②
被
害
者
は
10
代
、
20
代
の
若
い

女
性
が
多
く
、
公
的
に
認
知
さ
れ
な
い

暗
数
が
多
い
。
学
校
で
の
予
防
教
育
の

取
り
組
み
を
伺
う
。
③
ま
た
、
専
門
家

に
よ
る
具
体
的
な
予
防
教
育
を
実
施
す

る
佐
賀
県
の
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の

一
貫
し
た
予
防
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参

考
に
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
①
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
の
相
談
を
設
け
る
企
画
で
、

男
女
共
同
参
画
推
事
業
の
一
環
と
し
て

町
民
の
皆
様
へ
の
周
知
と
啓
発
活
動
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

【
教
育
長
】
②
学
校
で
の
予
防
教
育
は
、

男
女
の
相
互
理
解
と
相
手
の
人
格
の
尊

重
が
一
番
重
要
だ
と
考
え
る
。
発
達
段

階
を
考
慮
し
て
、
保
健
体
育
や
道
徳
、

特
別
活
動
な
ど
学
校
教
育
活
動
全
体
を

通
じ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
異
性
へ
の
い
た
わ
り
と
人
格
を
尊

重
す
る
心
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

【
教
育
文
化
課
担
当
課
長
】
③
小
中
連

携
が
課
題
の
ひ
と
つ
。
す
べ
て
の
教
科

を
横
断
的
に
考
え
て
い
く
と
い
う
視
点

に
立
ち
、人
材
を
活
用
し
、進
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

笹川　広美 議員

問
性
暴
力
被
害
者
へ
の
支
援
、
啓
発
を

　
　
答
啓
発
活
動
、
学
校
予
防
教
育
進
め
る

教
育
民
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

現地視察 バイオマスメタン発酵施設 完成
全
員
協
議
会
　
現
地
視
察
報
告

総工費 約14億２千万円
　３月に建物・機械・電気設備工事が完了したことに
ともない、平成29年４月28日に現地視察を行いまし
た。試運転を開始しており、４月24日から、し尿浄
化槽汚泥と生ゴミ、脱水汚泥を試験的に投入していま
す。

今後のスケジュール予定
H29. 6 月　し尿、生ゴミの本格受入れ開始
　　10月　ガス供給開始

Ａ町

汚泥肥料ができる量はどれだけか。
また、希望者への配布は行うのか。

Q 委員

10キロ袋で１日50袋ができる予定。
希望者には無料配布したい。また従来の
ものより におい もなく、汚泥処分費ゼ
ロを目標としている。

　　　　：混合バイオマスメタン発酵事業は、鹿島中部クリーンセンターの施設を併用し、下水汚泥を
はじめ農業集落排水汚泥や浄化槽汚泥、し尿といった有機性廃棄物に加え、町内で発生する食品工場か
らの油揚げの規格外品、生ゴミ等を混合処理することにより発生したメタンガスを発電事業者に売却し、
ガス売却料で収益を得るものである。また、メタン発酵後の汚泥は、ガス発電設備の余熱等を活用して
乾燥させ肥料として農地還元する。

事業内容

視察研修 石川県立七尾特別支援学校
　平成29年２月７日に教育民生常任委員会で石川県立七尾特別支援学校を訪問しました。
　始めに学校の概要や教育目標等の説明を受け、その後、学校内を見学しました。
　高等部では茶碗作りや木工組立作業も行われており、とて
も上手で丁寧な仕上がりになっていました。また、生徒が作
成した椅子やかわいい陶器、小物等の販売もあり、児童生徒
が元気で、伸び伸びと活動している姿が印象的でした。
　七尾特別支援学校は、中能登地域の特別支援教育のセン
ター的役割を担う重要な拠点です。今後も交流を重ね、町に
対しても児童生徒の未来を拓くための協力・支援を行う具体
的な要望を行っていくことを委員会で確認しました。

施設内で説明を受ける

ガスタンク

生徒が作成したかわいい小物など

３月定例会議 一 般 質 問
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教育民生常任委員会
安心・安全に学校へ通える地域をつくりあげよう！
＊＊＊＊ 平成28年10月の「のと里山海道」のバス事故から
 中学校部活動の移動手段補助が拡充 ＊＊＊＊

　従来、体育連盟や文化連盟等の大会以外の練習試合や交流会には交通費等の補助があり
ませんでした。29年４月からは、教育委員会所有のバスや交通費補助などを定めた補助
金交付要綱を制定し、補助が拡充されました。

＊＊＊＊ 各地で発生する事件等を受け登下校の
　　　　 　パトロール体制を確認 ＊＊＊＊

①小中学校通学路の安全点検・対策
　自転車通学への安全指導の徹底、保険加入の掌握
　と推奨を求め、子どもたちの安全を第一に考え、
　通学路点検箇所にスピード感をもって対応するよ
　う求めました。
②登下校のパトロール体制
　学校・ＰＴＡ・地域の連携をはかり、パトロール体制
　の充実を求めました。執行部からは、「人通りのないところを通らない」「児童生徒を
　一人にしない」ことを徹底し、子どもたちの安全確保に努めたいとの答弁を受けました。

朝の登校風景

総務建設常任委員会
防災行政無線屋外拡声器
拡声器の数を増やす

　火災などで消防団が出動するために町内一円にある屋
外拡声器からサイレンが鳴ります。このサイレン音が
聞こえにくいとの声もあり、９か所から17か所増やし、
合計26か所になりました。３月から稼働を開始してい
ます。
※消防団出動体制によって吹鳴箇所が異なります。

地区防犯灯 約40％がLED化
　国の交付金事業を活用して町が事業主体で行ってきた
通学路のLED防犯灯設置事業は28年度をもって終了し
ました。これにより29年度からは地区が行うLED化工
事に対し、１灯あたり１万円の補助を行うなどを定めた
要綱を作成するとの報告を受けました。
　25年度から28年度までにLED化された地区防犯灯は
全体の約40％で、町では30年度までに100％を目指し
たいとのことです。

議
モ
タ

会
ニ
ー

モニターと意見交換会をしました
　　　能登町議会では、「ひらかれた議会」「分かりやすい議会」へつな
がるよう議会モニターを広く募集しています。今回、常光利惠さんと意
見交換会を行い、さまざまなご意見をいただきました。

きっかけ　　　　　モニターに応募したのは、
故郷にＵターンし、ここで生きていく
と決めたからには、町を好きになり、
友人にも自慢できるほど中能登町を理
解したいと思ったからだそうです。

◆いただいた主なご意見◆
　①議場には画面の小さなテレビしか設置されておらず、
傍聴席からは一般質問時の議員の表情などがわから
ず、傍聴者の関心を満たしていない。

　②もっと政策の論争を多くしていただきたい。担当課か
らの説明や話し合い、町ホームページの情報、近隣市
町への聞き取り、そのうえで同僚議員との議論を深め
ることで、より力強い政策提言となるのではと考えま
す。

　③議会だより『とびら』での「採決の結果」や「一般質
問のその後を追跡」は今後とも継続を。「町民の皆さ
んの声」には女性の皆さんの声がとても少ない。女性
自身がもっとのびやかに臆することなく発信をしてほ
しいと思います。

　④合併して12年、これからは中能登町しか知らない子
どもや移住者が増えていきます。何かの説明の折りに
旧町名をつけて行いがちで、これは私の世代では理解
の助けになりますが、そろそろこの説明をやめ、中能
登町としての町づくりに皆で踏み出すため、議会には
そのさきがけになって頂きたいと期待しています。

議会では、いただいたご意見を参考に
今後も分かりやすい議会を目指して議員
一同、努力を重ねていきたいと思います。

意見交換会の常光さん

一般質問のその後を追跡 
定例会議で議員が行った一般質問答弁後の
執行部の対応などを調査しました

－H28年６月定例会議の質問－
質問
女性防災士を育成し増員を図れないか。

回答
各地区からの推薦や県との連携のもと、
育成・拡充に努めたい。

平成27年度までは８人の登録で
あったが、28年度は30人増員し、
計38人の女性防災士の育成・拡充
を行った。

その後…

一般質問のその後を追跡 

８人から38人に増えました

ＬＥＤ防犯灯

屋外拡声器全防災士に占める女性の割合は、中能登町
は４割を超え、これは県内19市町で
１番多い割合です。

議員が行った一般
質問。町のその後
の対応は？？

　　　能登町議会では、「ひらかれた議会」「分かりやすい議会」へつな　　　能登町議会では、「ひらかれた議会」「分かりやすい議会」へつな
がるよう議会モニターを広く募集しています。今回、常光利惠さんと意がるよう議会モニターを広く募集しています。今回、常光利惠さんと意
中
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議会活動報告 ２月から４月までの議会活動
○…出席　　×…欠席　　△…早退・遅刻
－…委員外　　公…公務　　
オ…議長が各委員会にオブザーバーで出席するとき

さまざまな会議の議員の出欠
状況をお知らせします。

月　日

　　議員名

会議名

尾　
田　
良　
一

土　
本　
　
　
稔

林　
　
　
真　
弥

中　
川　
秀　
平

山　
本　
孝　
司

笹　
川　
広　
美

南　
　
　
昭　
榮

諏　
訪　
良　
一

宮　
下　
為　
幸

甲　
部　
昭　
夫

古　
玉　
栄　
治

若　
狭　
明　
彦

坂　
井　
幸　
雄

作　
間　
七　
郎

２月 ７日 教育民生常任委員会（視察） － ○ － ○ ○ － － － ○ － ○ ○ －
２月10日 議会広報特別委員会 ○ ○ － － － ○ － － ○ － × ○ －
２月15日 教育民生常任委員会 － ○ － ○ ○ － － － ○ オ ○ ○ －
２月16日 総務建設常任委員会 ○ － × － － ○ ○ ○ － ○ － － ○
２月17日 議会運営委員会 － － － － － － － ○ ○ オ ○ ○ ○
２月20日 全員協議会（予算内示会） ○ × ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２月24日 3 月定例会議　初日 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２月27日 総務建設常任委員会 ○ － ○ － － ○ ○ ○ － ○ － － ○
２月28日 教育民生常任委員会 － ○ － ○ ○ － － － ○ オ ○ ○ －
３月 ２日 3 月定例会議　一般質問 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月 ６日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月 ６日 3 月定例会議　最終日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月15日 教育民生常任委員会（視察） 　 － ○ － ○ ○ － － － ○ オ ○ ○ －
３月21日 議会運営委員会 　 － － － － － － － ○ ○ オ ○ ○ ○
３月22日 全員協議会（議員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月24日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月24日 3 月随時会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
４月14日 教育民生常任委員会 ○ － ○ － ○ ○ － － － ○ オ ○ ○ －
４月17日 総務建設常任委員会 － ○ － ○ － － ○ ○ ○ － ○ － － ○
４月28日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
４月28日 議会運営委員会 － － － － － － － － ○ ○ オ ○ ○ ○

議会の傍聴にぜひお越し下さい
毎月、15日前後には常任委員会、月末には
全員協議会を中能登町役場　鳥屋庁舎　
２階　大会議室で開催しています。　　　
　　　皆さんのお越しをお待ちしています。　　　皆さんのお越しをお待ちしています。

会議日程は
中能登町ホームページを
見てね。

↑鳥屋庁舎 大会議室 傍聴席

議会からのお知らせ

議会モニターを
募集しています

６月定例会議の日程

石川県町村議長会総会

　議会は、町民からの議会運営などに関する要
望、ご意見をいただき、議会運営に反映したい
と考えています。

どんな人がモニターになれるの？

モニターのお仕事って？

モニターの期間はどれくらい？

①年齢満 18 歳以上の町民
②町議会の仕組みや運営に関心がある方
③町政や地域社会の発展に関心がある方

　おもに下記の①から③について意見などを文
書で提出していただきます。また、年 1 回以上、
議会との意見交換会があります。
①会議を傍聴した意見・感想
②議会だより「とびら」の意見・感想
③町ホームページの議会内容の意見・感想
　会議の傍聴は、年間会議の月 1 回以上の傍聴

をお願いします。

　モニターの任期は 2 年です。モニターになり
たい方、まずは議会事務局までご連絡を下さい。
 （℡ 74-2808）  

　永年、地方自治に貢献した自治功労議員とし
て下記の議員が４月18日、内灘町役場において
表彰されました。
　■全国町村議会議長会表彰

町議会議員として27年以上在職
若狭　明彦　議員（能登部下）

町議会議員として15年以上在職
宮下　為幸　議員（徳丸）　

石川北部アール・ディ・エフ
広域処理組合議会報告

坂井幸雄議員からの報告
平成29年２月23日組合議会第１回定例会

【第１号議案】　平成29年度一般会計予算
　≪歳入歳出≫　11億8,620万円
　　　　　　（対前年２億7,590万円減）

◆歳入の主たるもの
①関係６団体分担金 7億9,180万4,000円
　　　（中能登町分担金　4,421万3,000円）
②売電収入 3億8,340万円
③原子力立地給付金 792万1,000円
④スラグ等売却収入 53万1,000円
⑤自動販売機設置収入 2万6,000円
⑥県支出金 250万円

（左：宮下議員　右：若狭議員）

６月 ５日㈪ 10：00　定例会議　開議
〔議案上程・提案理由説明・議案説明・質疑など〕

６月 ７日㈬ 10：00　教育民生常任委員会
６月 ８日㈭ 10：00　総務建設常任委員会
６月13日㈫ 10：00　一般質問
６月14日㈬ 10：00　一般質問（予備日）
６月15日㈭ 13：30　全員協議会 
　 　    　  15：00　定例会議　最終日

〔委員長報告・質疑・討論・採決〕

定例会議は　鳥屋庁舎　2階　議場で開催します。
定例会議はケーブルテレビ「なかのとチャンネ
ル」で中継します。会議の日程は
町のホームページからご覧いただ
けます。ぜひ、議場や大会議室へ
傍聴にお越し下さい。
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能登部下　
髙㟢　博さん
　　　70 歳

『中能登町の顔は繊維で』
　全国有数の合成繊維産地中能登町繊維。右肩
下がりの業界事情を反映し、40年間で繊維工
場は1050軒から98軒に激減し、全盛期の10分
の１となった。
　しかし、今、ＩＴを駆使して、事業拡大を続
ける有力企業グループや他社の追随を許さぬ技
術で生き残る小企業グループ、また、炭素繊維
による先進的な商品で、繊維は何も衣料だけで
はなく、飛行機、自動車、ロケット時代の最先
端を行く分野にも広がっている。だが、中能登
町は後継者不足によって極めて厳しい状況にお
かれている。
　少子高齢化と人口減少が進む中能登町の未来
をどうするか。「中能登町の顔は繊維」と地場
産業の繊維を守るためにも、議会も繊維産業の
応援団となり、優良企業、先進グループと積極
果敢に行動し、たて糸、よこ糸となり「夢を織
る里 中能登町」、若者が誇りと希望を持てる業
界に育てたいものである。

春木　
北村　実さん
　　　84 歳

『町の活性化に期待』
　議会だよりは、毎回、楽しく拝見しています。
わが町も多くの課題に立ち向かっていることを
知らされます。
　そこで町の一農業老人として、一言述べさせ
て下さい。
　基盤整備のできていない水田には、耕作放棄
田や夏になると道路、河川敷の雑草刈取の遅れ
がちな対応、さらに、各地域にある、営農グルー
プの作物管理の手遅れなどあり、また、町の特
産物の取り組みにおいても、もっと迫力ある指
導力が求められています。次に今の社会は個人
主義が進み、地域の連帯意識が低下し、温かい
ふれあい不足を感じます。小学校や家庭教育の
充実に期待したいものです。
　住みよい町づくりとは、地場産業である唯一
の農業生産の活性化と、情緒の豊かなやさしさ
のある地域づくりではないでしょうか。
　さらなる町の発展を望みます。
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４月９日
なかのと桜まつりのようす


